









A study on the possibility of instruction of the sprint form to run fast 
: Focusing on the "Running" unit of the lower and middle grades 
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 本章では，第 1 節において問題の所在と研究の目的を示し，第 2 節で研究に関連する先行
研究の検討，第 3 節で研究の課題と方法，意義について述べる．そして，第 4 節では研究の
限界，第 5 節で研究の構成ならびに内容を示す． 
 
第 1節 問題の所在と研究の目的 
 














































































する研究（第 2 項），体育授業において疾走動作の変容を試みた実践研究（第 3 項）の 3 点
があげられる． 
 









































































第 2 項 疾走動作の変容の評価に関する研究 
疾走動作の変容を評価した先行研究では，運動時の動作の観察によって，パフォーマン
スを制限する要因や技術的欠点を明らかにする質的分析の手法の 1 つである観察的動作評













印象と 3 つの評価項目から走動作が評価されている． 












































































































第 3節 研究の課題・方法・意義 
 
第 1 項 研究の課題 
先行研究を批判的に検討した結果，本研究の課題は以下のようにまとめられる． 
 
課題 1（研究 1） 
本研究の 1 つ目の課題は，速く走ることを学習目標とした「かけっこ」単元の実践研究
を行う前提として，速く走るための指導内容や指導内容を効率的に習得するための教材な
















課題 3（研究 3） 
 本研究の 3 つ目の課題は，低学年を対象とした「かけっこ」単元において習熟可能な速









課題 4（研究 4） 
 本研究の 4 つ目の課題は，中学年を対象とした「かけっこ」単元において習熟可能な速









第 2 項 研究の方法 
1）研究の枠組み 



























































第 3 項 研究の意義 
 現行の指導要領（文部科学省，2008a，2008d，2009a）が改訂された際，体育科では児
童の発達段階を踏まえて指導内容が明確化され，その体系化が図られた．そして，小学校

































































ならびに下肢の SSC 遂行能力から明らかにする（第 2 節）．最後に，第 1 節および第 2 節
を踏まえて，低学年および中学年の疾走速度を向上させるために設定すべき指導内容につ







（第 2 節）．そして，第 1 節および第 2 節を踏まえて，低学年および中学年の「かけっこ」
単元についての指導内容を学習者に習得させるための教材づくりならびに指導方法につい













そのために，まず，第 2 章および第 3 章での検討結果を踏まえ，速く走るための疾走動
作の習熟を目的とした実践研究を A 小学校の低学年を対象に実施する（第 1 節）．次に，A
小学校における実践研究の成果と課題を踏まえ，B 小学校の低学年を対象に実践研究を実





 そのために，まず，第 2 章および第 3 章の検討を踏まえ，速く走るための疾走動作の習
熟を目的とした実践研究を C 小学校の中学年を対象に実施する（第 1 節）．次に，C 小学
校における実践研究の成果と課題を踏まえ，B 小学校の中学年を対象に実践研究を実施す

















































 指導要領（2008a）の体育科では，内容が 2 学年ごとにまとめて示されており，小学校
1・2 年生から 2 年ごとに，低学年段階，中学年段階，高学年段階の 3 段階で捉えられてい
る（文部科学省，2008b）．本研究においても，指導要領の区分にしたがって，小学校 1・2
年生を低学年，3・4 年生を中学年，5・6 年生を高学年とする． 
 
スポーツ 

















































































































注 9）教材については，第 3 章第 1 節において詳述する． 
 
注 10）指導方法については，第 3 章第 2 節において詳述する． 
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第 1節 陸上競技における短距離走の競技特性と疾走速度を規定する要因 











of Athletics Federation，2015）（表 1-1）．現在の International Association of Athletics 
Federation の競技規則（International Association of Athletics Federation，2015）では，
トラック競技における短距離走や中距離走，長距離走の区分は示されていないものの，一般
的に，リレーを除いた短距離走は 100m 走，200m 走，400m 走の 3 種目である． 
 現在の短距離走のスタートでは，両手を地面に付けてクラウチングブロックを使用するク
ラウチングスタート注 1）が行われている．スタート後は区切られた自分の走路を疾走するが，
100m 走では直線走路が，200m 走ならびに 400m 走では曲線走路と直線走路がそれぞれ用
30 





が短く，花形種目として位置づけられているのが 100m 走である（岡尾，1996）． 
 100m 走は，最高疾走速度の値を基準として，主に加速局面，中間疾走局面，減速局面の









 以上のように，短距離走の中でも中心的な種目として位置づけられる 100m 走では，高
い疾走速度を維持する中間疾走局面が速く走る上で重要となる． 
 
表 1-1 陸上競技の各競技と各種目 
 





































（「THE BIOMECHANICS OF SPORTS TECHNIQUES」 
（Hay，1993）より筆者作成） 



































 そして，Hay のモデルに加筆・修正を行い，より詳細なモデルを示したのが，Hunter et 

























（「Interaction of Step Length and Step Rate during Sprint Running」 
（Hunter et al.，2004）より筆者作成） 
図 1-2 ピッチに影響を与える基本的な要因 
 
 
（「Interaction of Step Length and Step Rate during Sprint Running」 
（Hunter et al.，2004）より筆者作成） 























































































































第 1 項 生涯スポーツの源流とわが国における生涯スポーツへの対応 







が「European Sport for all Charter 注 4）」であった．「European Sport for all Charter」
は全 8 条から構成されており，第 1 条において，全ての人々はスポーツに参加する権利を
有することが示された．また，1978（昭和 53）年のユネスコ第 20 回総会で採択された
























生涯教育に関する基本的な考えや方向性が示された．このように，1960 年代から 1980 年
代にかけて，わが国においてもスポーツ振興や生涯教育の素地が整備されていった． 







































が国に紹介されたのが「教育目標の分類体系（taxonomy of educational objectives）」であ
る（表 1-2）．  
  
38 
表 1-2 ブルームによる教育目標の分類体系の全体構造 
 
（「教育評価 第 2 版」（梶田，1992）より作成） 
 






















5 統合 個性化 自然化
4 分析 組織化 分節化
3 応用 価値づけ 精密化
2 理解 反応 巧妙化


















（「The Critical-Constructive Movement Socialization Concept Its Rational and Its 
Practical Consequences」（Crum，B.，1992）より筆者作成） 













図 1-6 高橋による体育科の具体的目標の構造 
  
 しかしながら，「平成 27 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」（文部科学省，
2015）では，運動やスポーツをすることが「やや嫌い」，「嫌い」と回答した小中学生の割
合が，小学生男子で 6.2％，小学生女子で 12.0％，中学生男子で 10.4％，中学生女子で
20.8％存在していることが報告されている．また，全国の小中学生を対象に実施された意
識調査（ベネッセ教育総合研究所，2015）では，体育科を「あまり好きではない」，「まっ
たく好きではない」と回答した小中学生は，4 年生で 11.4％，5 年生で 13.1％，6 年生で



















































































































経型」，身長や体重，骨・筋肉などを指す「一般型」，第 1 次・第 2 次性徴を示す「生殖




（「The Measurement of Men」（Scammon，1930）より転載） 




がわかる．そして，「神経型」は生後から著しく発達して 6 歳頃には成人の 90％に到達
し，「リンパ型」は 6 歳頃から大きく発達して 12 歳頃に最大値を示す．続いて，10 歳頃か
ら，身長や体重，骨・筋肉といった「一般型」が発達し，最後に「生殖型」が 12 歳以降に
大きく発達するとされている．このことから明らかなように，神経系は 6 歳頃までに顕著
な発達を示しており，10 歳頃以降ではほとんど 100％のまま推移している． 
 また，保志（1988）は，Scammon（1930）の発達発育曲線について，出生時を 0％と
しているが実際は 0％でないと指摘した上で，20 歳時を 100％とした値に対しての出生時
の値とその経年的な推移を改めて検討している（図 1-8）．そして，「神経型」は 6 歳頃に































































































































第 1章 注釈 
















注 4）「European Sport for all Charter」の全 8 条の詳細は以下の通りである（Council of 
Europe，online）． 
1．Every individual shall have the right to participate in sport． 
2．Sport shall be encouraged as an important factor in human development and 
appropriate support shall be made available out of public funds． 
3．Sport, being an aspect of socio-cultural development, shall be related at local, regional 
and national levels to other areas of policy-making and planning such as education, 
health, social service, town and country planning, conservation，the arts and leisure 
services． 
4．Each government shall foster permanent and effective co-operation between public 
authorities and voluntary organizations and shall encourage the establishment of 
national machinery for the development and co-ordination of sport for all． 
5．Methods shall be sought to safegard sport and sportsmen from exploitation for political, 
51 
commercial or financial gain, and from practices that are abusive and debasing, 
including the unfair use of drugs． 
6．Since the scale of participation in sport is dependent, among other things, on the extent, 
the variety and the accessibility of facilities, the overall planning of facilities shall be 
accepted as a matter for public authorities, shall take account of local, regional and 
national requirements, and shall incorporate measures designed to ensure full use of 
both new and existing facilities． 
7．Measures, including legislation where appropriate, shall be introduced to ensure 
access to open country and water for the purpose of recreation． 
8．In any programme of sports development, the need for qualified personnel at all levels 
of administrative and technical management, leadership and coaching shall be 
recognized． 
 
注 5）「International Charter of Physical Education and Sport」の全 10 条の詳細は，以下
の通りである（United Nations Educational Scientific and Cultural Organization，
1978）． 
1．The practice of physical education and sport is a fundamental right for all 
2．Physical education and sport for an essential element of lifelong education in the 
overall education system 
3．Physical education and sport programs must meet individual and social needs 
4．Teaching, coaching and administration of physical education and sport should be 
performed by qualified personnel 
5．Adequate facilities and equipment are essential to physical education and sport 
6．Research and evaluation are indispensable components of the development of 
physical education and sport 
7．Protection of the ethical and moral values of physical education and sport must be a 
constant concern for all 
8．Information and documentation help to promote physical education and sport 
9．The mass media should exert a positive influence on physical education and sport 


















えていることについては，第 2 章で詳述する． 
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らびに下肢の SSC 遂行能力から明らかにする（第 2 節）．最後に，第 1 節および第 2 節を踏
まえて，低学年および中学年の疾走速度を向上させるために設定すべき指導内容について検
討する（第 3 節）． 
 
























































 表 2-1 は，少年期の身体部分剛体特性定数の例を示したものである． 
 




 この表からも明らかなように，6 歳から 11 歳まで胴体の質量比は身体質量の 45%以上の
値を示しており，他の身体部位と比較して高い値であることがわかる．また，水平軸，矢状
軸，垂直軸に対する回転半径比を確認すると，頭部に次いで高い値を示している．このよう
頭部 胴体 上腕 前腕 手 大腿 下腿 足
14.0 45.0 2.4 1.4 0.9 9.5 4.2 2.0
(1.9) (2.5) (.2) (.1) (.2) (1.7) (4.2) (.2)
75.7 51.1 53.1 42.9 82.3 48.9 42.7 54.1
(3.6) (1.5) (1.8) (0.1) (7.0) (0.8) (1.5) (3.0)
45.6 34.7 26.7 28.7 33.4 27.5 28.7 15.6
(2.2) (.7) (.8) (1.1) (2.1) (.7) (1.2) (1.7)
44.0 35.6 26.4 28.6 34.5 27.2 28.6 8.3
(2.1) (.8) (.9) (1.0) (2.0) (.6) (1.1) (1.2)
35.6 17.7 9.8 10.9 16.5 13.2 10.7 15.7
(2.2) (1.0) (.8) (.8) (2.0) (.9) (.7) (1.7)
11.0 45.6 2.4 1.4 0.9 10.7 4.4 1.8
(.9) (2.) (.2) (.1) (.1) (.4) (.6) (.1)
76.3 51.1 54.1 42.4 84.0 48.0 42.5 53.5
(2.2) (1.1) (1.8) (1.5) (5.8) (1.0) (1.0) (1.9)
44.8 34.8 27.1 27.7 30.6 27.4 29.2 16.1
(1.1) (.5) (.7) (1.2) (1.6) (.6) (1.3) (1.2)
43.2 35.7 26.6 27.4 31.3 27.0 29.1 8.4
(.9) (.7) (.7) (1.2) (1.7) (.6) (1.3) (.5)
33.5 17.5 10.4 11.0 10.9 12.7 10.5 16.6
(1.3) (.8) (.5) (.6) (2.0) (.9) (.7) (1.0)
10.1 45.9 2.4 1.4 0.8 11.0 4.5 1.8
(.9) (1.9) (.1) (.2) (.2) (.7) (.6) (.2)
75.8 51.9 53.8 42.2 86.5 47.5 41.2 53.5
(4.2) (1.3) (1.8) (2.4) (4.5) (1.9) (1.9) (2.7)
44.7 35.2 26.2 28.9 31.9 26.9 28.0 16.9
(2.5) (.6) (.5) (.9) (2.3) (.4) (1.2) (1.5)
42.9 36.3 25.9 28.8 33.1 26.5 27.7 8.5
(2.4) (.6) (.6) (1.0) (2.3) (.4) (1.1) (.8)
33.4 17.5 9.0 10.5 14.2 12.9 9.9 16.2














































































































大し，男子では 17，18 歳頃まで，女子では 16，17 歳頃まで増大するといわれている（福
永ほか，1989）．また，筋断面積の増加に伴って皮下脂肪の増減がみられ，男子では 7 歳か
ら 12 歳間において筋断面積と皮下脂肪が同じ割合で増加し，12 歳から 14 歳間において筋
断面積の増加が皮下脂肪の増加を上回り，女子では 7 歳から 12 歳間において筋断面積の増





















 筋厚は，皮下脂肪と筋の境界地点から骨までの距離のことで，男女ともに 0 歳頃から 12
歳にかけて加齢に伴う向上がみられる（Heckmatt et al., 1988；石田ほか，2007；金久ほか，
1985）．そして，3 歳から 8 歳間における下肢筋群の合計値に対する各部位の相対的発育量
に着目すると，大腿前部では女児が一定の値を示すものの男児は 6 歳，7 歳，8 歳において




 3 歳から 8 歳を対象とした船津・村木（2013）の研究では，男子では 3 歳，5 歳，6 歳，




















第 2 項 下肢における Stretch-Shortening Cycle 運動の遂行能力 
 ヒトが運動などを行う際，意図的・無意図的に関わらず反動動作がみられる．この反動動
作に伴って筋が大きく伸長し，収縮する筋の収縮パターンが「伸長―収縮サイクル運動
（Stretch-Shortening Cycle 運動）」（以下「SSC 運動」と略す）である．SSC 運動は，筋が
収縮する前に一度伸長するため，筋が伸長していない状態よりも短時間で大きな筋出力が可
能になり，効率的に運動を行うことができるという（Asmussen and Bonde-Petersen，1974；
Bosco and Komi，1979；Bosco et al.，1981）．実際，SSC 運動は，疾走中の腓腹筋やヒラ
メ筋，大腿二頭筋においてみられ（馬場ほか，2000；伊藤ほか，1997），疾走中にも活用さ
れていることがわかる． 
 そして，下肢における SSC 運動の遂行能力を評価するための指標の 1 つとして用いられ
るのが，リバウンドジャンプ（Re-bound Jump：以下「RJ」と略す）である．RJ は運動実
施中の接地時間が.1 秒から.3 秒といった短い接地時間で行う連続した両脚ジャンプであり，
疾走中の接地時間と類似している（図子ほか，1993）．RJ の接地時間は，2 歳頃から 20 歳
頃までの加齢に伴う大きな変化はみられないものの，RJ の跳躍高注 7）ならびに RJ-index 注
8）については，2 歳から加齢とともに向上し，20 歳頃まで向上するという（遠藤ほか，2007；
66 
加藤ほか，2014；坂口・図子，2013；Tauchi et al，2008）． 

















た，4 歳頃から個人差がみられることから，早い時期から下肢の SSC 運動の遂行能力を高
めておく必要があるといえよう．  
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 また，疾走動作ではないものの，下肢の SSC 運動についても検討していく必要がある．










連続してジャンプすることの 3 点を位置づけることとした． 
 
 



























































3）RJ の遂行能力は 4 歳頃から個人差がみられ，RJ 実施中の接地時間は疾走中の接地時間
と RJ 実施中の滞空時間は疾走中の滞空時間とそれぞれ正の相関関係にある．また，
中間疾走局面や減速局面の各区間速度と RJ 遂行能力との間に正の相関関係が認めら






















   また，運動エネルギーは，さらに並進運動エネルギーと回転運動エネルギーに大別
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検討する（第 2 節）．そして，第 1 節および第 2 節を踏まえて，低学年および中学年の
「かけっこ」単元についての指導内容を学習者に習得させるための教材づくりならびに指
導方法について検討する（第 3 節）． 
 























































































 ○「8 秒間走」の方法 











   
（「生きた授業をつくる体育の教材づくり」（山本，1982）より筆者作成） 
図 3-1 「8 秒間走」の概要  












得点 秒数 得点 秒数 得点 秒数
1 11秒1~11秒2 8 9秒1～9秒3 15 8秒0
2 10秒9～11秒0 9 8秒9～9秒0 16 7秒9
3 10秒6～10秒8 10 8秒7～8秒8 17 7秒8
4 10秒3～10秒5 11 8秒5～8秒6 18 7秒7
5 10秒0～10秒2 12 8秒3～8秒4 19 7秒6
6 9秒7～9秒9 13 8秒2 20 7秒5


























技術的な課題へと方向付けていくだけでなく，学習者 1 人 1 人の可能性を最大限に発揮さ
せるための指導方法上の分化的方策が同時に求められるという（岩田，1993）． 





















第 3項 疾走動作を習熟させるためのスプリントドリルと学習意欲を向上するための方策 
























図 3-2 ラダーを用いた運動例 
 






















































































































































































































































































































































































































































第 2 項 速く走ることを学習目標とした中学年の「かけっこ」単元における教材づくりならびに指
導方法の検討 
 単元教材では，「統一と分化の原理」を適用することによって学習者の個人差に応じた分







































































































































に つ い て （ 答 申 ） ．
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/03100701.htm#mok
uji，（参照日 2018 年 1 月 9 日）． 
中央教育審議会（2008）幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要
領 等 の 改 善 に つ い て （ 答 申 ） ．
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/




























































































山本貞美（1988）走る意欲を引き出す 8 秒間走の指導．黎明書房． 
















学校の中学年にも適用可能かどうかを検討する（第 3 節）． 
 


































第 2節 中学年を分析対象とした観察的動作評価基準の開発 
 





第 2 項 方法 
1）対象 
 東京都公立 A 小学校に在籍する 4 年生児童 37 名（男子 20 名，女子 17 名）を対象とし









本研究では，50m 走路の 30m 地点の側方 40m の位置に設置したデジタルビデオカメラ
（SONY 社製，HDR-CX590V）によって毎秒 60 コマでパンニング撮影を，50m 走路の前
方に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-XR350V）によって毎秒 60 コマ
で固定撮影を行った（図 4-1）．なお，疾走速度については，鈴木ら（2016）の先行研究を

















































































究（鈴木ほか，2016）と同様に，各評価項目において左右別で 3 段階（A 評価 3 点，B
評価 2 点，C 評価 1 点）の評価を行い，その左右の平均値を各評価項目の得点とした．
したがって，各評価項目の得点（各 3 点満点），上肢ならびに下肢の身体部位別の合計得




名の 3 名で行った． 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
 


































































性，妥当性に関する統計処理において Spearman の順位相関係数を用いることとした． 
また，独立した 2 群間の平均の同一性に関する統計処理を行う場合，正規性が認められ
る比較には対応のない t 検定を，正規性が認められない比較には Mann-Whitney の検定
を，それぞれ用いるのが一般的である（高峰，2006；山田，2006）．このことから，本研
究では，疾走速度における性差の比較には対応のない t 検定を，疾走動作における性差の
比較には Mann-Whitney の検定を適用することとした．なお，以上の統計処理には SPSS 
ver.20.0（IBM 社製）を用い，有意水準は 5%とした． 
 
 
第 3 項 結果および考察 
1）疾走速度 




表 4-2 疾走速度における性差の比較結果 
 
M SD M SD
5.87 ± .48 5.47 ± .60




























M SD M SD
1.98 ± .68 1.85 ± .52 155.0
2.30 ± .41 2.26 ± .47 156.5
2.30 ± .41 2.35 ± .55 152.0
2.23 ± .72 2.21 ± .69 159.5
2.00 ± .51 1.97 ± .51 168.0
2.05 ± .43 2.06 ± .53 161.0
1.55 ± .65 1.62 ± .65 158.0
6.58 ± 1.07 6.47 ± 1.01 153.0
5.60 ± 1.45 5.65 ± 1.50 158.5



































1回目 1.92 ± .61
2回目 1.95 ± .62
1回目 2.28 ± .43
2回目 2.22 ± .46
1回目 2.32 ± .47
2回目 2.22 ± .45
1回目 2.24 ± .70
2回目 2.07 ± .65
1回目 1.99 ± .51
2回目 2.01 ± .53
1回目 2.05 ± .47
2回目 2.04 ± .46
1回目 1.58 ± .64
































評価者A 1.92 ± .61
評価者B 1.76 ± .67
評価者A 2.28 ± .43
評価者B 2.36 ± .45
評価者A 2.32 ± .47
評価者B 2.23 ± .45
評価者A 2.24 ± .70
評価者B 2.19 ± .74
評価者A 1.99 ± .51
評価者B 2.14 ± .50
評価者A 2.05 ± .47
評価者B 2.01 ± .46
評価者A 1.58 ± .64




















M ± SD M ± SD
1.98 ± .68 .52 * 1.85 ± .52 .25
2.30 ± .41 .25 2.26 ± .47 .33
2.30 ± .41 .55 * 2.35 ± .55 .56 *
2.23 ± .72 .69 ** 2.21 ± .69 .58 *
2.00 ± .51 .71 ** 1.97 ± .51 .88 **
2.05 ± .43 .64 ** 2.06 ± .53 .75 **
1.55 ± .65 .60 ** 1.62 ± .65 .74 **
6.58 ± 1.07 .55 * 6.47 ± 1.01 .72 **
5.60 ± 1.45 .69 ** 5.65 ± 1.50 .90 **

















































第 3節 異なる中学年を分析対象とした観察的動作評価基準の検証 
 





第 2 項 方法 
1）対象 
 本研究では，東京都内の公立 B 小学校に在籍する 3 年生児童 35 名（男子 18 名，女子
17 名）と 4 年生児童 37 名（男子 21 名，女子 16 名），東京都内の公立 C 小学校に在籍す
る 4 年生児童 53 名（男子 25 名，女子 28 名）の計 125 名を対象とした．また，疾走動作
の撮影は，B 小学校が 2014（平成 26）年 9 月に，C 小学校が 2015（平成 27）年 11 月に，




 対象となった B 小学校の中学年は，人工芝生のグラウンド上の 50m 走路において，ス
タンディングスタートからの全力疾走を行った．C 小学校の中学年は，土のグラウンド上
の 50m 走路において，スタンディングスタートからの全力疾走を行った． 
 
3）50m 走の撮影方法 
前節と同様に，50m 走の撮影方法は B 小学校と C 小学校ともに，50m 走路の 30m 地点
の側方 40m の位置に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-CX590V）によ
って毎秒 60 コマでパンニング撮影を，50m 走路の前方に設置したデジタルビデオカメラ
（SONY 社製，HDR-XR350V）によって毎秒 60 コマで固定撮影を行った．なお，疾走速
度についても，研究Ⅰと同様の方法で実施し，児童の胴体の一部が 20m を通過してから














第 3 項 結果および考察 
1）疾走速度 
表 4-7 は，疾走速度における学年および性別の 2 要因分散分析の結果を示したものであ
る．分散分析の結果，疾走速度において交互作用は認められなかった．また，主効果の検
定では，学年による主効果（F(1,121)＝5.35，p＜.05）が有意であった．このことから，疾
走速度は 3 年生よりも 4 年生の方が高いことが明らかとなった． 
 













M ± SD M ± SD M ± SD M ± SD 学年 性別 交互作用









表 4-8 学年別における疾走動作得点の人数と割合 
 
 
表 4-9 疾走動作得点における学年および性別の 2 要因分散分析の結果 
 
人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％）
1.0 4 11.4 10 11.1
1.5 10 28.6 17 18.9
2.0 14 40.0 46 51.1
2.5 6 17.1 9 10.0
3.0 1 2.9 8 8.9
1.0 0 .00 5 5.6
1.5 0 .00 1 1.1
2.0 14 40.0 39 43.3
2.5 16 45.7 16 17.8
3.0 5 14.3 29 32.2
1.0 1 2.9 1 1.1
1.5 4 11.4 14 15.6
2.0 11 31.4 41 45.6
2.5 15 42.9 16 17.8
3.0 4 11.4 18 20.0
1.0 2 5.7 7 7.8
1.5 7 20.0 17 18.9
2.0 18 51.4 43 47.8
2.5 4 11.4 14 15.6
3.0 4 11.4 9 10.0
1.0 4 11.4 18 20.0
1.5 8 22.9 21 23.3
2.0 15 42.9 32 35.6
2.5 2 5.7 15 16.7
3.0 6 17.1 4 4.4
1.0 4 11.4 15 16.7
1.5 6 17.1 16 17.8
2.0 20 57.1 46 51.1
2.5 5 14.3 9 10.0
3.0 0 .00 4 4.4
1.0 18 51.4 46 51.1
1.5 7 20.0 20 22.2
2.0 9 25.7 18 20.0
2.5 1 2.9 6 6.7

















M ± SD M ± SD M ± SD M ± SD 学年 性別 交互作用
1.81 ± .46 1.91 ± .54 1.90 ± .55 1.97 ± .55 .54 .68 .04
2.36 ± .38 2.38 ± .33 2.35 ± .52 2.35 ± .52 .05 .02 .01
2.25 ± .38 2.24 ± .53 2.20 ± .56 2.20 ± .56 .18 .00 .01
2.03 ± .40 2.00 ± .61 1.97 ± .48 2.05 ± .56 .01 .06 .26
1.92 ± .46 2.03 ± .74 1.77 ± .62 1.85 ± .49 1.98 .71 .02
1.83 ± .34 1.91 ± .51 1.83 ± .54 1.85 ± .48 .12 .29 .07
1.56 ± .48 1.24 ± .40 1.42 ± .48 1.40 ± .50 .03 3.29 2.37
6.42 ± .96 6.53 ± 1.38 6.45 ± 1.27 6.52 ± 1.27 .00 .16 .01
5.31 ± 1.03 5.18 ± 1.38 5.02 ± 1.08 5.10 ± 1.08 .53 .01 .18












3年生（N =35） 4年生（N =90）
F値




 表 4-10 は，観察的動作評価基準における妥当性の検証結果（2）を示したものである．
なお，先述したように，疾走速度では 3 年生よりも 4 年生の方が有意に高いことが明らか
となったため，妥当性の検証では，学年ごとに行うこととした． 
 





られた．また「肘の曲げ伸ばし」では，3 年生（r＝.36，p＜.05）ならびに 4 年生（r＝.39，
p＜.01）において弱い有意な正の相関関係が認められた．さらに「腕振りの方向」では，








もに 1.5 点以下の得点を示した児童の割合が低く，2.5 点以上の得点を示した児童の割合
1.86 ± .49 .51 ** 1.93 ± .52 .64 **
2.37 ± .35 .36 * 2.35 ± .55 .39 **
2.24 ± .48 .55 ** 2.20 ± .51 .67 **
2.01 ± .51 .72 ** 2.01 ± .52 .69 **
1.97 ± .61 .73 ** 1.81 ± .56 .67 **
1.87 ± .43 .51 ** 1.84 ± .51 .62 **
1.40 ± .47 .72 ** 1.41 ± .49 .45 **
6.47 ± 1.01 .64 ** 6.48 ± 1.24 .72 **
5.24 ± 1.20 .83 ** 5.06 ± 1.24 .73 **













































































た「下肢」については，3 年生ならびに 4 年生において強い有意な正の相関関係が認めら
れた． 
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 そのために，まず，第 2 章および第 3 章での検討結果を踏まえ，速く走るための疾走動
作の習熟を目的とした実践研究を A 小学校の低学年を対象に実施する（第 1 節）．次に，
A 小学校における実践研究の成果と課題を踏まえ，B 小学校の低学年を対象に実践研究を











第 2項 方法 
1）実践研究の実施期日，対象ならびに教師の属性 
 本実践研究は，2015（平成 27）年 11 月 4 日から 12 月 8 日にかけて，東京都内の公立 A
小学校の 2 年生 28 名（男子 15 名，女子 13 名）を対象に実施した．また，授業者は，教師
歴 1 年目で，陸上競技の指導歴のない男性の教諭であった．なお，実践研究の実施にあた
り，事前に A 小学校の学校長を通して保護者の了承を得て実施した． 
 
2）教材ならびに単元計画の検討 







表 5-1 A 小学校における「かけっこ」の単元計画 
 
 
表 5-2 A 小学校で実施する各教材の実施方法 
   
1）ラダー 






























































   
 







図 5-1 実施した「ラダー」の種類 
 


















に合わせてそれぞれ 68cm，44cm とした． 
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図 5-2 「ものまね歩き」のワニ歩きの実施方法 
 
 
図 5-3 「ものまね歩き」のカニ歩きの実施方法 
 
 







































した．また，授業者との合議の上，スタート地点から関所 1 までの距離，関所 1 から関所 2














的授業評価（表 5-3）は，4 因子 20 項目（情意：5 項目，成果：5 項目，学び方：5 項目，
社会的行動：5 項目）から構成されており，各項目については，「はい」（3 点），「どちらで
もない」（2 点），「いいえ」（1 点）の 3 件法で回答を求めた． 
 
表 5-3 診断的・総括的授業評価の質問項目 




























（表 5-4）を毎時間実施した．形成的授業評価は，4 因子 9 項目（成果：3 項目，意欲・関
心：2 項目，学び方，2 項目，協力：2 項目）から構成されており，各項目については「は








表 5-4 形成的授業評価の質問項目 















 単元の 1 時間目ならびに 7 時間目において 50m 走の記録測定を行った．学習者は，土の
グラウンド上の 50m走路において，スタンディングスタートからの全力疾走を 1 回行った． 
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 また，単元前後の 50m 走の疾走動作の撮影については，第 4 章第 2 節と同様に，50m 走
路の 30m 地点の側方 40m の位置に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-
CX590V）によって毎秒 60 コマでパンニング撮影を，50m 走路の前方に設置したデジタル





に撮影した映像から 50m 走タイムを算出している．そのため，本研究においても 50m 走
タイムを算出する際は，50m 走の記録測定時に撮影した映像を用いることとした．なお，
50m 走タイムについては，スタートの合図後，左右いずれかの脚が地面から離地した時点











 そして，評価方法については，第 4 章と同様，学習者の疾走動作を左右それぞれ評価（A




 以上のデータのうち，50m 走タイムならびに疾走動作得点については 1 サンプルの
Kolmogorov-Smirnov 検定を行った．その結果，正規性が認められた 50m 走タイムについ




 また，対象の小学校 2 年生 28 名（男子 15 名，女子 13 名）のうち，事前または事後測定




＝8：男子 5 名，女子 3 名），中位群（N＝8：男子 3 名，女子 5 名），下位群（N＝8：男子
5 名，女子 3 名）の 3 群に分けて分析を行った． 
 
 
第 3項 結果 
1）授業評価の結果 
 表 5-5 は，単元前後に実施した診断的・総括的授業評価の結果を示したものである． 








表 5-5 A 小学校における診断的・総括的授業評価の結果 
 
 
 表 5-6 ならびに図 5-9 は，毎時間の授業後に実施した形成的授業評価の結果ならびにその
推移を示したものである． 
 「総合評価」は，1 時間目に 2.69 点で 5 段階評価の「4」を示し，単元の進行に伴い 4 時
間目まで向上した．5 時間目では得点の一時的な低下がみられものの，6 時間目では再び向
上し，2.77 点で 5 段階評価の「5」を示した． 
「成果」は，1 時間目に 2.49 点で 5 段階評価の「4」を示し，3 時間目まで得点が向上し
た．4・5 時間目では得点の低下がみられるものの，6 時間目に向上し，7 時間目では 2.73
点で 5 段階評価の「5」を示した． 
「意欲・関心」は，1 時間目に 2.88 点で 5 段階評価の「4」を示し，3・4 時間目では 3.00
点で 5 段階評価の「5」を示した．しかし，5 時間目は得点が低下し，単元 7 時間目まで 5
段階評価の「4」で推移した． 







楽しく勉強 2.83 5 2.96 5 -1.34
明るい雰囲気 2.83 5 2.83 5 .00
丈夫な体 2.92 5 2.88 5 -.58
精一杯の運動 2.96 5 3.00 5 -1.00
心理的充足 2.88 5 2.96 5 -.82
14.42 5 14.63 5 -.73
工夫して勉強 2.58 5 2.83 5 -1.90
他人を参考 2.54 3 2.75 5 -1.31
めあてを持つ 2.46 5 2.83 5 -2.31 *
時間外練習 2.00 3 2.21 4 -1.12
友人・先生の励まし 2.75 5 2.71 5 -.33
12.33 5 13.33 5 -2.03 *
運動の有能感 2.63 5 2.71 5 -.37
できる自信 2.54 5 2.92 5 -2.46 *
自発的運動 2.58 5 2.75 5 -1.03
授業前の気持ち 2.71 5 2.96 5 -1.90
いろいろの運動の上達 2.92 5 2.83 5 -.82
13.38 5 14.17 5 -1.48
自分勝手 2.92 5 2.88 5 -.45
約束ごとを守る 2.92 5 2.92 5 .00
先生の話を聞く 2.92 5 2.96 5 .58
ルールを守る 2.96 5 2.96 5 .00
勝つための手段 2.96 5 3.00 5 -1.00
14.67 5 14.71 5 .00










の「4」で推移した．単元最後の 7 時間目では 2.87 点で 5 段階評価の「5」を示した． 
「協力」は，1 時間目に 2.60 点で 5 段階評価の「3」を示し，2 時間目以降は 5 段階評価
の「4」で推移した． 
 
表 5-6 A 小学校における形成的授業評価の結果 
 
 
図 5-9 A 小学校における形成的授業評価の結果の推移 
 
2）疾走動作得点の結果 
表 5-7 は，単元前後の疾走動作得点の結果を示したものである． 
 全体（N＝24）では，「遊脚膝関節の屈曲」（単元前：1.75 点，単元後：2.02 点，p＜.05）
において，有意な向上が認められた．また，群別にみると，上位群（N＝8）ならびに中位
群（N＝8）では，有意な変化は認められなかった．下位群（N＝8）では，「遊脚膝関節の屈




総合評価 2.69 (4) 2.70 (4) 2.77 (5) 2.81 (5) 2.73 (4) 2.77 (5) 2.81 (5)
成果 2.49 (4) 2.58 (4) 2.71 (5) 2.65 (4) 2.54 (4) 2.65 (4) 2.73 (5)
意欲・関心 2.88 (4) 2.89 (4) 3.00 (5) 3.00 (5) 2.91 (4) 2.88 (4) 2.98 (4)
学び方 2.73 (4) 2.73 (4) 2.68 (4) 2.80 (4) 2.79 (4) 2.79 (4) 2.87 (5)
協力 2.60 (3) 2.63 (4) 2.71 (4) 2.86 (5) 2.80 (4) 2.77 (4) 2.72 (4)














































 表 5-8 は，単元前後における A 組の 50m 走タイムの結果を示したものである． 
 全体（N＝24）では，50m 走タイムの有意な短縮は認められなかった．また，群別にみて
も，全ての群において 50m 走タイムの有意な短縮は認められなかった． 
 











M SD M SD M SD M SD
pre 1.96 .51 2.31 .53 1.75 .38 1.81 .46
post 1.96 .49 2.19 .65 1.81 .37 1.88 .35
pre 2.31 .41 2.31 .46 2.38 .44 2.25 .38
post 2.33 .48 2.63 .52 2.38 .52 2.00 .00
pre 1.98 .52 2.44 .32 1.94 .42 1.56 .42
post 2.15 .50 2.50 .46 2.06 .42 1.88 .44
pre 2.23 .71 2.44 .73 2.50 .46 1.75 .71
post 2.48 .67 2.63 .58 2.38 .74 2.44 .73
pre 1.75 .51 * 2.13 .35 1.69 .46 1.44 .50 *
post 2.02 .40 2.25 .38 1.94 .32 1.88 .44
pre 2.02 .52 2.50 .46 2.00 .00 1.56 .42
post 1.88 .54 2.13 .58 1.69 .46 1.81 .53
pre 1.83 .56 2.38 .44 1.75 .38 1.38 .35
post 1.71 .57 2.06 .32 1.63 .69 1.44 .50
pre 2.08 .28 2.35 .23 2.02 .23 1.88 .15
post 2.15 .33 2.44 .28 2.08 .31 1.92 .18
pre 1.87 .43 2.33 .24 1.81 .14 1.46 .28
post 1.87 .38 2.15 .29 1.75 .25 1.71 .44
pre 2.01 .32 2.36 .18 2.00 .16 1.68 .15
























































z値 z値 z値 z値
M SD M SD M SD M SD
pre 10.02 .66 9.24 .16 10.18 .21 10.63 .45
post 10.01 .69 9.23 .16 10.23 .37 10.58 .54
t値
下位群（N =8）中位群（N =8）上位群（N =8）







 形成的授業評価の結果については，単元の 1 時間目では，「協力」において 5 段階評価の



























































第 5項 課題 
 上述のように，A 小学校における「かけっこ」単元の実践研究では，疾走動作について
は大きな変容がみられず，50m 走タイムにも変化がみられなかった．この原因として，教
材に関わる以下の 2 点が課題としてあげられる．  

































第 2項 方法 
1）実践研究の実施期日，対象ならびに教師の属性 
 実践研究は，2017（平成 29）年 1 月 31 日から 2017（平成 29）年 2 月 15 日にかけて埼
玉県内 B 小学校の 2 年生 29 名（男子 15 名，女子 14 名）を対象に行った．授業者は，教
員歴 12 年目で，陸上競技の指導歴のない学級担任の女性教諭であった．なお，研究を実施
するにあたり，事前に B 小学校の校長を通して保護者の了承を得た． 
 
2）教材ならびに単元計画の検討 




表 5-9 B 小学校における「かけっこ」の単元計画 
 


























表 5-10 B 小学校において実施した教材の実施方法 
   
1）サーキット運動 
 三角形の各頂点（①・②・③）に 2 人 1 組（A，a：B，b：C，c）で分かれ，①から②
へ進む際は両脚ジャンプ，②から③へ進む際はラダーのクイックラン，③から①へ進む際
はケンケンでそれぞれ移動することとした．また，A，B，C が各運動を行っている時は，
各ペアの a，b，c がそれぞれ学習者に対して声かけを行う． 
2）マント走 
 肘関節を軽く外側に曲げた状態で腕を挙上し，布（サテン製，80 ㎝×100 ㎝）を持って
疾走する． 
3）バウンディング 
 スタート地点から 1m ごとに 1 点・2 点・3 点…と目印を置く．そして，スタート地点
の 5m 手前から助走を行い，3 歩や 5 歩で弾むように前方へ跳ぶ．この際，学習者は最後
に着地した地点の得点を獲得し，その得点を向上できるように数回繰り返す． 
4）障害物リレ―  




 1 チーム 5 人または 6 人で行う．まず，スタート地点から関所 1 までケンケンで移動
し，ジャンケンを行う．ジャンケンで勝った場合，関所 2 まで両脚ジャンプで移動する．
次に，関所 2 でジャンケンを行い．ジャンケンで勝った場合はテニスボールを四角柱に入
れて 1 ポイントを獲得する．関所 1 ならびに関所 2 のジャンケンで負けた場合は，スター
ト位置に戻ってスタートの順番を待つ．なお，スタートは 1 人ずつ行い，前走者が関所 1
でのジャンケンを終えたら次走者がスタートする． 










まずに素早く行うことができる運動として，走りながら 1 マスに 1 歩ずつ接地するクイッ
クランを取り上げることとした．また，授業者との合議により，三角形の 1 辺を 10m とし，
実施時間を 40 秒とした． 
 
 


































ブルーシートの長辺は事前測定時の学習者のストライドを考慮して 130cm とした． 
 
 
図 5-13 「障害物リレー」の実施方法 
 
 「関所破り」（図 5-14）については，連続してジャンプすることを目的として位置づけた．




















断的・総括的授業評価は，4 因子 20 項目（情意：5 項目，成果：5 項目，学び方：5 項目，
社会的行動：5 項目）から構成されており，各項目については，「はい」（3 点），「どちらで
もない」（2 点），「いいえ」（1 点）の 3 件法で回答を求めた． 
 また，1 授業時間の学習活動について学習者がどのように感じたのか，学習者による主観
的評価の変容から検証するために，長谷川ら（1995）によって開発された形成的授業評価
（表 5-4）を毎時間実施した．形成的授業評価は，4 因子 9 項目（成果：3 項目，意欲・関
心：2 項目，学び方，2 項目，協力：2 項目）から構成されており，各項目については「は








 1 時間目ならびに 7 時間目において 50m 走の記録測定を行った．学習者は，土のグラウ
ンド上の 50m 走路において，スタンディングスタートからの全力疾走を 1 回行った． 
 そして，単元前後の 50m 走の疾走動作の撮影では，50m 走路の 30m 地点の側方 40m の
位置に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-CX590V）によって毎秒 60 コ
マでパンニング撮影を，50m 走路の前方に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，
HDR-XR350V）によって毎秒 60 コマで固定撮影をそれぞれ行った． 
 
③50m 走タイムの算出方法 













 50m 走タイムならびに疾走動作得点について 1サンプルの Kolmogorov-Smirnov 検定を




 また，対象の小学校 2 年生 29 名（男子 15 名，女子 14 名）のうち，事前または事後測定




＝8：男子 5 名，女子 3 名），中位群（N＝9：男子 5 名，女子 4 名），下位群（N＝9：男子
5 名，女子 4 名）の 3 群に分けて分析を行った． 
 
 
第 3項 結果 
1）授業評価の結果 
 表 5-11 は単元前後の診断的・総括的授業評価の結果を示したものである． 
 まず，因子別にみると，「できる（運動目標）」（単元前：12.85 点，単元後：13.73 点，p
＜.05）において有意な向上が認められた．また，項目別にみると，「めあてを持つ」（単元
前：2.68 点，単元後：2.96 点，p＜.05）ならびに「自発的運動」（単元前：2.27 点，単元後：
2.77 点，p＜.01）においてそれぞれ有意な向上が認められた． 
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表 5-11 B 小学校における診断的・総括的授業評価の結果 
 
 
 表 5-12 ならびに図 5-15 は，毎時間授業後に実施した形成的授業評価の結果ならびにそ
の推移を示したものである．なお，表中の数値は授業欠席者を除いた学習者全員の平均値で
あり，括弧内の数値は 5 段階評価を示している． 
 「総合評価」に関しては，1 時間目に 2.64 点で 5 段階評価の「4」を示し，4 時間目に 2.88
点で 5 段階評価の「5」に向上した．そして，7 時間目まで高い値で推移した． 
 「成果」に関しては，3 時間目まで 5 段階評価の「3」で推移していたものの，4 時間目
に 2.79 点で 5 段階評価の「5」に向上した． 
 「意欲・関心」に関しては，1 時間目に 2.98 点で「4」を示し，単元を通して高い値で推
移した． 








楽しく勉強 2.96 5 2.96 5 .00
明るい雰囲気 2.46 4 2.77 5 -1.89
丈夫な体 2.85 5 2.88 4 -.38
精一杯の運動 2.92 5 2.92 5 .00
心理的充足 2.85 5 2.85 4 .00
14.04 5 14.38 5 -1.35
工夫して勉強 2.88 5 2.81 5 -.82
他人を参考 2.77 5 2.96 5 -1.51
めあてを持つ 2.68 5 2.96 5 -2.07 *
時間外練習 2.19 4 2.08 3 -.55
友人・先生の励まし 2.85 5 2.85 5 -.14
13.37 5 13.65 5 -.57
運動の有能感 2.27 5 2.27 5 .00
できる自信 2.81 5 2.88 5 -.56
自発的運動 2.27 4 2.77 5 -2.92 **
授業前の気持ち 2.65 5 2.85 5 -1.25
いろいろの運動の上達 2.85 5 2.96 5 -.17
12.85 5 13.73 5 -2.55 *
自分勝手 2.96 5 2.92 5 -.45
約束ごとを守る 3.00 5 3.00 5 .00
先生の話を聞く 3.00 5 3.00 5 .00
ルールを守る 3.00 5 3.00 5 .00
勝つための手段 2.96 5 3.00 5 -1.00
14.92 5 14.92 5 .00












 「協力」に関しては，1 時間目に 2.73 点で「4」を示し，4 時間目には 2.92 点で「5」に
向上し，それ以降も高い値で推移した． 
 
表 5-12 B 小学校における形成的授業評価の結果 
 
 
図 5-15 B 小学校における形成的授業評価の結果の推移 
 
2）疾走動作得点の結果 
 表 5-13 は，単元前後の疾走動作得点の結果を示したものである． 









総合評価 2.64 (4) 2.69 (4) 2.65 (4) 2.88 (5) 2.92 (5) 2.88 (5) 2.90 (5)
成果 2.23 (3) 2.37 (3) 2.36 (3) 2.79 (5) 2.83 (5) 2.80 (5) 2.81 (5)
意欲・関心 2.98 (4) 2.96 (4) 2.95 (4) 3.00 (5) 3.00 (5) 2.96 (4) 2.96 (4)
学び方 2.83 (5) 2.88 (5) 2.83 (5) 2.87 (5) 2.94 (5) 2.91 (5) 2.93 (5)
協力 2.73 (4) 2.69 (4) 2.71 (4) 2.92 (5) 2.96 (5) 2.91 (5) 2.96 (5)
平均点（5段階評価）


















































1.33 点，事後：1.89 点，p＜.05），「挟み込み動作のタイミング」（事前：1.22 点，事後：1.89
点，p＜.05）においてそれぞれ有意な向上が認められた． 
 








M SD M SD M SD M SD
pre 1.77 .51 * 2.00 .53 1.94 .46 1.39 .33
post 1.96 .40 2.06 .18 2.11 .33 1.72 .51
pre 2.17 .37 2.25 .38 2.17 .43 2.11 .33
post 2.29 .32 2.38 .35 2.33 .35 2.17 .25
pre 1.67 .49 ** 2.13 .35 1.61 .42 1.33 .35 **
post 1.98 .36 2.13 .58 1.89 .22 1.94 .17
pre 1.87 .59 ** 2.25 .71 1.78 .36 * 1.61 .55 *
post 2.54 .42 2.69 .37 2.39 .42 2.56 .46
pre 1.77 .51 * 2.19 .46 1.83 .35 1.33 .35 *
post 2.04 .37 2.31 .37 1.94 .30 1.89 .33
pre 1.92 .46 2.25 .38 1.89 .42 1.67 .43
post 2.02 .33 2.19 .37 1.94 .39 1.94 .17
pre 1.71 .49 * 2.06 .18 1.89 .42 1.22 .36 *
post 2.00 .49 2.38 .44 1.78 .44 1.89 .42
pre 1.87 .30 ** 2.13 .23 1.91 .21 * 1.61 .20 *
post 2.08 .24 2.19 .21 2.11 .20 1.94 .25
pre 1.80 .38 ** 2.17 .18 1.87 .25 1.41 .24 *
post 2.02 .31 2.29 .31 1.89 .19 1.91 .29
pre 1.84 .30 ** 2.16 .16 1.87 .15 * 1.52 .17 *
post 2.12 .24 2.30 .25 2.06 .09 2.02 .25
全体（N =26） 上位群（N =8） 中位群（N =9） 下位群（N =9）
z値 z値 z値 z値
肘の引き出し -2.10 -.38 -1.73 -1.73
肘の曲げ伸ばし -1.60 -1.41 -1.34 -.38
腕振りの方向 -2.76 .00 -1.52 -2.60
背中の湾曲
・体幹の前傾
-3.44 -1.28 -2.41 -2.23
遊脚膝関節の屈曲 -2.57 -.82 -.71 -2.43
脚の振り出し
・脚の振り戻し
-1.31 -.58 -.58 -1.63
挟み込み動作の
タイミング
-2.30 -1.89 -.82 -2.28
上肢　平均 -3.18 -.54 -2.13 -2.53
*：p＜.05，**：p＜.01
下肢　平均 -2.86 -1.59 -.11 -2.59
総平均 -3.86 -1.52 -2.16 -2.68
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表 5-14 B 小学校における 50m 走タイムの結果 
 
 
4）疾走動作得点の変化値と 50m 走タイムの変化値との関係 
















M SD M SD M SD M SD
pre 10.30 .82 9.39 .35 10.25 .18 11.17 .54 *
post 10.22 .79 9.31 .30 10.29 .34 10.94 .58
*：p＜.05
50m走タイム（sec）
下位群（N =9）中位群（N =9）上位群（N =8）
t値 t値 t値
1.64 1.35 .32 2.47
t値
全体（N =26）
.07 .37 -.09 .23
-.05 -.51 .19 -.26
-.21 .12 -.19 -.17
.01 .20 .00 .14
-.08 .26 .45 .06
-.31 .08 -.54 .07
-.34 .20 -.34 -.49
-.08 .37 -.08 -.12
-.39 * .16 -.09 -.26
-.33 .16 -.31 -.27
*：p＜.05


















ら 3 時間目にかけて 5 段階評価の「4」で推移した．このような傾向がみられた要因として
は，1 時間目から 3 時間目まで 5 段階評価の「3」で推移した「成果」による影響が大きい
と考えられる．すなわち，単元はじめの 1 時間目では，学習活動の中心が 50m 走の記録測
定であったこと，2 時間目ならびに 3 時間目では，各教材の実施方法を覚えることや正確に
動作を行うことに授業の焦点を置いていたこと，教材の実施方法の説明に時間を要したた
めに，最後の障害物リレーを実施できなかったことなどが考えられる．また，「意欲・関心」，
「学び方」，「協力」については，1 時間目から 5 段階評価の「4」以上を示しており，単元












































3）疾走動作得点の変化値と 50m 走タイムの変化値との関係について 


























































第 5章 注釈 
注 1）短距離走の中間疾走局面については，第 1 章で述べた通り，スタートから最高疾走速
度の 98%に達した後に最高疾走速度を示し，再び最高疾走速度の 98%を下回るまでを区
間としている．しかしながら，本章で実施した 2 つの実践研究の対象者の中には，10-












第 5章 引用・参考文献 


























坂口将太・藤林献明・苅山靖・図子浩二（2014）2 歳から 6 歳までの幼児におけるリバウン
ドジャンプ遂行能力と疾走能力との関係．発育発達研究，62：24-33． 



























そのために，まず，第 2 章および第 3 章の検討を踏まえ，速く走るための疾走動作の習
熟を目的とした実践研究を C 小学校の中学年を対象に実施する（第 1 節）．次に，C 小学
校における実践研究の成果と課題を踏まえ，B 小学校の中学年を対象に実践研究を実施す












第 2 項 方法 
1）実践研究の期日，対象ならびに教師の属性 
 実践研究は，2014（平成 26）年 9 月 2 日から 2014（平成 26）年 9 月 20 日にかけて，東
京都内 C 小学校の 4 年生 39 名（男子 21 名,女子 18 名）を対象に行った．授業者は，教員
歴 3 年目で，陸上競技の指導歴のない学級担任の男性教諭であった．なお，研究を実施する








定した理由は，以下の 3 点である． 
 
 





























ている（杉原，2004）．このことから，「マント走」では，2 人 1 組（A・B）で実施するこ
ととし，一方の学習者 A が「マント走」を実施している際，もう一方の学習者 B は側方か
らペアの学習者 A の動作を観察させることとした． 
なお，教材を実施する際，学習者に対する教師からの声かけについては，教材の説明や
称賛のほかに，腕から足の先までまっすぐに伸ばすこと，少しだけ前傾すること，顎を引






は難しいと考えられた．そのため，学習者は「マーク走」を 2 人 1 組で行うこととし，「マ
ーク走チェックリスト」を用いながら学習者同士で動作を見合うペア学習を実施した．「マ
ーク走チェックリスト」については，疾走動作を観察するポイントとして，指導内容との







ーナーガード間の距離は，1 時間目の 50m 走タイムをもとに 130 cm 間隔に設定した． 
 
 
図 6-2 「マーク走」の実施方法とマーク走チェックリスト 
 
3）教材ならびに単元計画の作成 







表 6-1 C 小学校における「かけっこ」の単元計画 
 

























表 6-2 C 小学校で実施する各教材の実施方法 
   
①グリコじゃんけん 





については，1 時間目の 50m 走の記録を踏まえて 35m を 1 点とし，2.5m 間隔で 1 点ず
つ加点されるように設定する．また，兄弟チーム（A・B）で行い，B チームが実施する
際，A はコースの外側で待機し，B の 8 秒時時点の到達距離を確認し，伝えるようにす
























図 6-3 「ポイントゲーム」の実施方法 
 
 








断的・総括的授業評価は，4 因子 20 項目（情意：5 項目，成果：5 項目，学び方：5 項目，
社会的行動：5 項目）から構成されており，各項目については，「はい」（3 点），「どちらで
もない」（2 点），「いいえ」（1 点）の 3 件法で回答を求めた． 
 また，1 授業時間の学習活動について学習者がどのように感じたのか，学習者による主観
的評価の変容から検証するために，長谷川ら（1995）によって開発された形成的授業評価
（表 6-4）を毎時間実施した．形成的授業評価は，4 因子 9 項目（成果：3 項目，意欲・関















表 6-3 診断的・総括的授業評価の質問項目 






















   
（「体育の授業を創る」（高橋ほか，1994）より作成） 
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表 6-4 形成的授業評価の質問項目 















1 時間目ならびに 8 時間目に，50m 走の記録測定を行った．学習者は，人工芝生のグラウ
ンド上の 50m 走路において，スタンディングスタートからの全力疾走を 1 回行った． 
 そして，単元前後の 50m 走の疾走動作を撮影については，50m 走路の 30m 地点の側方
40m の位置に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-CX590V）によって毎秒
60 コマでパンニング撮影を，50m 走路の前方に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社










Blend Ver.2.06（DKH 社製）を用いて算出した． 
 
④疾走動作の評価 









 50m 走タイムならびに疾走動作得点について 1 サンプルの Kolmogorov-Smirnov 検定を




 また，対象の小学校 4 年生 39 名（男子 21 名，女子 18 名）のうち，事前または事後測定




12：男子 7 名，女子 5 名），中位群（N＝12：男子 7 名，女子 5 名），下位群（N＝13：男子
7 名，女子 6 名）の 3 群に分けて分析を行った． 
 
 
第 3 項 結果 
1）授業評価の結果 
 表 6-5 は，単元前後の診断的・総括的授業評価の結果を示したものである． 
 まず，「合計得点」（単元前：50.86 点，単元後：54.61 点，p＜.01）において有意な向上
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が認められた．つづいて，因子別にみると，「たのしむ（情意目標）」（単元前：13.75 点，単
元後：14.33 点，p＜.01），「まなぶ（認識目標）」（単元前：11.47 点，単元後：12.92 点，p
＜.01），「できる（運動目標）」（単元前：11.44：点，単元後：12.83 点，p＜.01）において
それぞれ有意な向上が認められた．また，項目別にみると，「心理的充足」（単元前：2.64 点，
単元後：2.92 点，p＜.01），「他人を参考」（単元前：2.42 点，単元後：2.75 点，p＜.05），
「めあてを持つ」（単元前：2.53：点，単元後：2.83，p＜.05），「自発的運動」（単元前：2.28
点，単元後：2.75 点，p＜.01），「授業前の気持ち」（単元前：2.28 点，単元後：2.71 点，p
＜.01）においてそれぞれ有意な向上が認められた． 
 








楽しく勉強 2.83 5 2.92 5 -1.73
明るい雰囲気 2.69 5 2.81 5 -1.27
丈夫な体 2.69 3 2.81 4 -1.27
精一杯の運動 2.89 5 2.89 5 .00
心理的充足 2.64 3 2.92 5 -2.89 **
13.75 5 14.33 5 -2.81 **
工夫して勉強 2.51 5 2.72 5 -1.81
他人を参考 2.42 3 2.75 5 -2.56 *
めあてを持つ 2.53 5 2.83 5 -2.50 *
時間外練習 1.69 2 2.03 3 -1.78
友人・先生の励まし 2.53 5 2.67 5 -.88
11.47 4 12.92 5 -3.47 **
運動の有能感 1.94 3 2.17 5 -1.35
できる自信 2.36 4 2.58 5 -1.66
自発的運動 2.28 3 2.75 5 -3.15 **
授業前の気持ち 2.28 3 2.71 5 -3.12 **
いろいろの運動の上達 2.58 4 2.69 5 -1.16
11.44 3 12.83 5 -3.11 **
自分勝手 2.78 5 2.83 5 -.52
約束ごとを守る 2.92 5 2.97 5 -1.41
先生の話を聞く 2.94 5 2.94 5 .00
ルールを守る 2.91 5 3.00 5 -1.73
勝つための手段 2.72 3 2.86 4 -1.13
14.19 5 14.53 5 -1.28












 表 6-6 ならびに図 6-5 は，毎時間授業後に実施した形成的授業評価の結果ならびにその推
移を示したものである．なお．表中の数値は授業欠席者を除いた学習者全員の平均値であり，
括弧内の数値は 5 段階評価を示している． 
 「総合評価」に関しては，1 時間目に 2.45 点で 5 段階評価の「3」を示し，5 時間目に 2.79
点で「5」に向上し，8 時間目まで高い値で推移した． 
「成果」に関しては，1 時間目に 2.30 点で 5 段階評価の「3」を示し，2 時間目から 6 時
間目まで「4」で推移し 7 時間目では 2.73 点で「5」に向上した．そして，8 時間目では 2.68
点で「4」を示した． 
「意欲・関心」に関しては，1 時間目に 2.81 点で 5 段階評価の「4」を示し，その後も高
い値で推移し，8 時間目は 2.95 点で「4」を示した． 
「学び方」に関しては，1 時間目に 2.36 点で 5 段階評価の「3」を示し，2 時間目に 2.63
点で「4」に向上し，8 時間目まで「4」で推移した． 
「協力」に関しては，1 時間目に 2.40 点で 5 段階評価の「2」を示し，5 時間目には 2.88
点で「5」に向上し，それ以降も高い値で推移した．  
 
表 6-6 C 小学校における形成的授業評価の結果 
 
 
図 6-5 C 小学校における形成的授業評価の結果の推移 
総合評価 2.45 (3) 2.70 (4) 2.66 (4) 2.75 (4) 2.79 (5) 2.78 (5) 2.85 (5) 2.77 (5)
成果 2.30 (3) 2.51 (4) 2.46 (4) 2.62 (4) 2.62 (4) 2.60 (4) 2.73 (5) 2.68 (4)
意欲・関心 2.81 (4) 2.94 (4) 2.91 (4) 2.96 (4) 2.97 (4) 2.96 (4) 2.97 (4) 2.95 (4)
学び方 2.36 (3) 2.63 (4) 2.59 (4) 2.73 (4) 2.76 (4) 2.76 (4) 2.80 (4) 2.69 (4)
協力 2.40 (2) 2.80 (4) 2.80 (4) 2.77 (4) 2.88 (5) 2.91 (5) 2.96 (5) 2.82 (4)
平均点（5段階評価）















































 表 6-7 は，単元前後の疾走動作得点の結果を示したものである． 














 表 6-8 は，単元前後における学習者の 50m 走タイムの変化を示したものである．その結
果，有意な変容は認められなかった． 
 
表 6-8 C 小学校における学習者の 50m 走タイムの結果 
 
M SD M SD M SD M SD
pre 1.95 .57 2.38 .48 2.08 .36 1.42 .40
post 1.95 .51 2.08 .60 2.08 .47 1.69 .38
pre 2.39 .43 2.42 .47 2.58 .42 2.19 .33
post 2.38 .42 2.29 .45 2.50 .43 2.35 .38
pre 2.12 .51 2.42 .47 2.25 .45 1.73 .33
post 2.08 .48 2.33 .39 2.21 .40 1.73 .44
pre 1.95 .48 ** 2.38 .43 1.79 .40 ** 1.69 .33 **
post 2.58 .46 2.54 .50 2.67 .44 2.54 .48
pre 1.85 .55 2.29 .50 1.88 .38 1.42 .40
post 1.91 .56 2.38 .43 1.83 .39 1.54 .52
pre 1.76 .56 2.29 .40 1.67 .44 1.35 .38
post 1.82 .54 2.29 .50 1.79 .33 1.42 .40
pre 1.31 .43 1.63 .48 1.33 .39 1.00 .00
post 1.42 .45 1.67 .54 1.46 .33 1.15 .32
pre 2.15 .38 2.40 .33 2.31 .26 1.78 .18
post 2.14 .31 2.24 .31 2.26 .26 1.92 .26
pre 1.64 .43 2.07 .34 1.63 .29 1.26 .19
post 1.72 .45 2.11 .39 1.69 .24 1.37 .35
pre 1.90 .35 ** 2.26 .26 1.94 .18 * 1.54 .11 **















全体（N =37） 上位群（N =12） 中位群（N =12） 下位群（N =13）
z値 z値 z値 z値
肘の引き出し -.04 -1.93 .00 -1.64
肘の曲げ伸ばし -.22 -1.13
*：p＜.05，**：p＜.01
遊脚膝関節の屈曲 -.79 -.58 -.45 -.97
脚の振り出し
・脚の振り戻し










-4.33 -1.30 -2.86 -2.98
M SD M SD M SD M SD
pre 9.71 .91 8.77 .41 9.63 .15 10.65 .66
post 9.71 .84 8.83 .38 9.69 .28 10.54 .62
50m走タイム（sec）
t値 t値 t値 t値
全体（N =37） 上位群（N =12） 中位群（N =12） 下位群（N =13）
.09 -1.63 -.72 1.21
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 形成的授業評価については，1 時間目の学習活動は，主に，50m 走の記録測定ならびにオ
リエンテーションだったため，各因子において低い得点に留まったものと推察される．しか
し，2 時間目以降では，全ての因子の値が 5 段階評価の「4」を示し，比較的高い値で推移
したことがわかる． 
単元終わりの 8 時間目は，総合評価で 5 段階評価の「5」を示したものの，「成果」ならび



























































































第 2 項 方法 
1）実践研究の期日，対象ならびに教師の属性 
 実践研究は，2015（平成 27）年 11 月 5 日から 12 月 7 日にかけて東京都公立 D 小学校で
実施し，対象者は，小学校 4 年生 28 名（男児 14 名，女児 14 名）であった．また授業は，
教師歴 5 年目で陸上競技の指導歴のない男性教諭が行った．なお，研究を実施するにあた
り，事前に D 小学校の校長を通して保護者の了承を得た上で行った． 
 
2）教材ならびに単元計画の作成 
 表 6-9 は，本実践研究における単元計画を示したものである．以下では，各教材の意図，
実施方法，各教材を実施する上での留意点について述べていく． 
 
表 6-9 D 小学校における「かけっこ」の単元計画 
 






























































 実施方法については，まず 2 人 1 組（A・B）で行うこととし，ギャロップを行う学習者
A と，カラーボード（発砲ポリスレチレン製，縦：450mm×300mm×100mm）を持つ学習
者 B にわかれる．次に，ギャロップキックを行う前に，学習者 B は学習者 A の股関節が 90
度屈曲した状態の膝の位置にカラーボードを斜めに持って構える．つづいて，学習者 B は






図 6-7 「ギャロップキック」の実施方法 
 





離が 120cm，130 cm，140cm といった 3 つのコースの中から学習者自身が選択できるよう






 また，本章第 1 節における C 小学校の実践では，安全面の配慮からコーナーガードを使
用したが，コーナーガードを踏む学習者がみられなかったことから，本実践においては高さ
5cm のミニハードル（EVERNEW 社製：フレックスハードル 5）を用いることとした． 










20 項目（情意：5 項目，成果：5 項目，学び方：5 項目，社会的行動：5 項目）から構成さ
れており，各項目については，「はい」（3 点），「どちらでもない」（2 点），「いいえ」（1 点）
の 3 件法で回答を求めた． 
 また，1 授業時間の学習活動について学習者がどのように感じたのか，学習者による主観
的評価の変容から検証するために，長谷川ら（1995）によって開発された形成的授業評価
（表 6-4）を毎時間実施した．形成的授業評価は，4 因子 9 項目（成果：3 項目，意欲・関
心：2 項目，学び方，2 項目，協力：2 項目）から構成されており，各項目については「は






単元の 1 時間目ならびに 8 時間目に，50m 走の記録測定を実施した．学習者は，土のグ
ラウンド上の 50m 走路において，スタンディングスタートからの全力疾走を 1 回行った． 
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 そして，単元前後の 50m 走の疾走動作を撮影については，A 小学校や B 小学校，C 小学
校を対象とした実践研究と同様，50m 走路の 30m 地点の側方 40m の位置に設置したデジ
タルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-CX590V）によって毎秒 60 コマでパンニング撮影
を，50m 走路の前方に設置したデジタルビデオカメラ（SONY 社製，HDR-XR350V）によ
って毎秒 60 コマで固定撮影をそれぞれ行った． 
 
③50m 走タイムの算出方法 
 本章第 1 節と同様，50m 走タイムについては，50m 走の記録測定を撮影した映像から算
出することとした．また，50m 走タイムの算出方法については，スタートの合図後，左右い
ずれかの脚が地面から離地した時点から，胴体の一部がゴールライン上を通過するまでの経
過時間を Media Blend Ver.2.06（DKH 社製）を用いて算出した． 
 
④疾走動作の評価 
 単元前後の疾走動作の変容を評価するために，第 4 章で開発した観察的動作評価基準を用
いた．評価方法については，第 4 章ならびに本章第 1 節と同様，学習者の疾走動作を左右そ




 50m 走タイムならびに疾走動作得点について 1 サンプルの Kolmogorov-Smirnov 検定を




 また，対象の小学校 4 年生 28 名（男子 14 名，女子 14 名）のうち，事前または事後測定




12：男子 7 名，女子 5 名），中位群（N＝12：男子 7 名，女子 5 名），下位群（N＝13：男子
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7 名，女子 6 名）の 3 群に分けて検討を行った． 
 
 
第 3 項 結果 
1）授業評価の結果 
 表 6-10 は，単元前後の診断的・総括的授業評価の結果を示したものである． 
 まず，「合計得点」（単元前：49.44 点，単元後：51.92 点，p＜.05）において有意な向上
が認められた．つづいて，因子別にみると，「たのしむ（情意目標）」（単元前：12.68 点，単
元後：13.80 点，p＜.01）において有意な向上が認められた．そして，項目別では，「明るい
雰囲気」（単元前：2.36 点，単元後：2.80 点，p＜.05），「心理的充足」（単元前：2.32 点，
単元後：2.72 点，p＜.05）においてそれぞれ有意な向上が認められた． 
 







楽しく勉強 2.80 5 2.80 5 -.71
明るい雰囲気 2.36 3 2.80 5 -2.43 *
丈夫な体 2.44 1 2.76 3 -1.81
精一杯の運動 2.76 5 2.72 5 -.28
心理的充足 2.32 1 2.72 4 -1.99 *
12.68 3 13.80 5 -2.66 **
工夫して勉強 2.48 5 2.60 5 -.54
他人を参考 2.72 5 2.68 5 -1.00
めあてを持つ 1.96 3 2.24 5 -.79
時間外練習 1.80 3 1.88 3 -.36
友人・先生の励まし 2.12 3 2.04 2 -.29
11.08 3 11.44 4 -.37
運動の有能感 2.16 5 2.16 5 .00
できる自信 2.28 3 2.32 3 -.41
自発的運動 2.24 3 2.52 5 -1.54
授業前の気持ち 2.20 3 2.40 4 -1.25
いろいろの運動の上達 2.64 5 2.80 5 -1.26
11.52 4 12.20 5 -1.24
自分勝手 2.72 5 2.88 5 -1.89
約束ごとを守る 2.68 3 2.80 5 -1.34
先生の話を聞く 2.84 5 2.92 5 -1.00
ルールを守る 2.96 5 2.92 5 -1.00
勝つための手段 2.96 5 2.96 5 .00
14.16 5 14.48 5 -1.79
49.44 4 51.92 5 -1.99 *
*：p＜.05，**：p＜.01







 表 6-11ならびに図 6-8は，形成的授業評価の結果ならびにその推移を示したものである． 
 まず「総合評価」については，1 時間目で 2.41 点を示し，5 段階評価の「3」であった．
また 2 時間目以降では，得点の変容がみられるものの，8 時間目まで 5 段階評価の「3」で
推移した． 
 「成果」については，1 時間目で 2.31 点を示し，5 段階評価の「3」であった．そして 7
時間目まで「3」で推移し，8 時間目では 2.49 点で 5 段階評価の「4」に向上した． 
 「意欲・関心」については，1 時間目で 2.75 点を示し，5 段階評価の「3」であった．そ
して 2 時間目以降は，3 時間目，4 時間目，6 時間目において 5 段階評価の「4」の値を示し
たものの，8 時間目では，2.78 点で 5 段階評価の「3」であった． 
 「学び方」については，1 時間目で 2.19 点を示し，5 段階評価の「2」であった．2 時間
目は 2.33 点で「3」に向上したものの，3 時間目で再び 2.19 点で「2」に低下した．そして，
4 時間目で再び 2.43 点で「3」に向上し，6 時間目に再度 2.26 点で「2」に低下した．しか
し，7 時間目ならびに 8 時間目ではそれぞれ 2.51 点，2.45 点を示し，「3」であった． 
 「協力」については，1 時間目に 2.42 点を示し，5 段階評価の「3」を示した．2 時間目
以降では，得点の変容がみられるものの，8 時間目まで 5 段階評価の「3」で推移した． 
 
表 6-11 D 小学校における形成的授業評価の結果 
 
総合評価 2.41 (3) 2.44 (3) 2.45 (3) 2.45 (3) 2.41 (3) 2.42 (3) 2.52 (3) 2.56 (3)
成果 2.31 (3) 2.23 (3) 2.22 (3) 2.21 (3) 2.18 (3) 2.26 (3) 2.35 (3) 2.49 (4)
意欲・関心 2.75 (3) 2.79 (3) 2.94 (4) 2.83 (4) 2.79 (3) 2.85 (4) 2.80 (3) 2.78 (3)
学び方 2.19 (2) 2.33 (3) 2.19 (2) 2.43 (3) 2.33 (3) 2.26 (2) 2.51 (3) 2.45 (3)
協力 2.42 (3) 2.50 (3) 2.55 (3) 2.44 (3) 2.46 (3) 2.41 (3) 2.53 (3) 2.56 (3)
平均点（5段階評価）
7時間目 8時間目1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目
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図 6-8 D 小学校における形成的授業評価の結果の推移 
 
2）疾走動作得点の結果 
 表 6-12 は，単元前後における疾走動作得点の結果を示したものである． 








もに，「背中の湾曲・体幹の前傾」（上位群 単元前：2.38 点，単元後：2.88 点，p＜.05；中
位群 単元前：2.11 点，単元後：2.67 点，p＜.05）において有意な変容が認められた． 





























































表 6-13 D 小学校における 50m 走タイムの結果 
 
 
4）疾走動作得点の変化値と 50m 走タイムの変化値との相関関係 








M SD M SD M SD M SD
pre 1.94 .29 2.06 .18 1.89 .42 1.89 .22
post 2.00 .42 2.13 .52 1.89 .33 2.00 .43
pre 2.31 .49 2.63 .44 2.22 .36 2.11 .55
post 2.38 .53 2.50 .46 2.28 .44 2.39 .70
pre 2.04 .42 2.06 .56 2.06 .46 2.00 .25
post 1.96 .37 1.94 .62 1.94 .17 2.00 .25
pre 2.06 .54 ** 2.38 .35 * 2.11 .60 * 1.72 .44 *
post 2.60 .53 2.88 .35 2.67 .56 2.28 .51
pre 1.90 .53 2.19 .37 2.06 .39 1.50 .56
post 2.00 .32 2.13 .23 2.11 .22 1.78 .36
pre 1.85 .51 * 1.94 .42 2.00 .56 1.61 .49 *
post 2.15 .42 2.31 .46 2.22 .44 1.94 .30
pre 1.38 .50 1.75 .60 1.33 .43 1.11 .22
post 1.54 .51 1.88 .44 1.44 .58 1.33 .35
pre 2.10 .25 2.25 .18 2.06 .30 2.00 .22
post 2.12 .29 2.19 .37 2.04 .22 2.13 .27
pre 1.71 .38 ** 1.96 .35 1.80 .29 1.41 .29 *
post 1.90 .28 2.10 .27 1.93 .21 1.69 .23
pre 1.93 .27 ** 2.14 .17 1.95 .23 1.71 .21 *



























































M SD M SD M SD M SD
pre 9.52 .48 * 9.02 .14 9.45 .20 10.04 .35 *




全体（N =26） 上位群（N =8） 中位群（N =9） 下位群（N =9）
t値
2.67 .52 1.50 2.84
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通して 5 段階評価の「3」で推移した． 
 「成果」に関して，単元を通して 5 段階評価の「3」で推移した要因としては，学習者自
身の技能の向上を実感する機会が十分に確保できていなかったためと考えられる．例えば，
「成果」で最も低い値を示した 5 時間目では，「マーク走」の適切な距離をみつけることが
中心的な学習活動であった．他方で，最も高い値を示した 8 時間目は，50m 走の事後測定
が中心的な学習活動であった．このように，8 時間目では，学習者が疾走タイムの短縮を実
感できたものの，2 時間目から 7 時間目では，学習者自身の疾走タイムの短縮などを実感す
る機会が十分確保されていなかったために，単元を通して低い値を示したと考えられる． 
 「意欲・関心」に関して，3 時間目に向上がみられた要因としては，「ポイントゲーム」を
.11 .00 .14 .23
-.13 .06 -.36 .24
-.08 .51 -.46 .00
-.27 -.57 -.09 -.26
-.08 .29 -.05 .09
-.73 ** -.67 -.84 -.66
.08 -.43 .34 .31
.07 -.07 -.21 .18
-.31 -.44 -.06 .21
-.35 -.21 -.43 .24
**：p＜.01
















 「学び方」に関して，3 時間目ならびに 6 時間目にそれぞれ 5 段階評価の「2」を示した




































容が認められなかった．この要因としては，以下の 2 点が考えられる． 
 1 つ目は，「ギャロップキック」で用いたカラーボードの位置が不適切であった可能性が
あげられる．学習者 B は，ギャロップキックを行う学習者 A の股関節ならびに膝関節が
90 度屈曲した状態での膝の位置にカラーボードを斜めに構え，そのカラーボードの位置を
維持した状態で学習者 A のスピードに合わせて並走することとしていた．しかし，学習者

















3）疾走動作得点の変化値と 50m 走タイムの変化値との関係について 
 上肢の動作については，動作の習熟がみられず，疾走動作得点の変化値と 50m 走タイム
の変化値との間にも有意な相関関係が認められなかった．上肢の動作の変容と 50m 走タイ









































































































 結章では，実践研究の総合的考察を行い（第 1 節），その上で，本研究の総括を行う（第
2 節）．そして，それらを踏まえて本研究の結論を述べ（第 3 節），最後に，今後の課題と
展望について述べる（第 4 節）． 
 
第 1節 実践研究の総合的考察 
 本節では，まず，各実践研究の概要について述べた上で，実践研究の総合的考察を行
う． 




























習熟したことによって 50m 走タイムが短縮される傾向が確認された． 
 



























たことによって 50m 走タイムが短縮される傾向が確認された． 
 













































































第 2節 本研究の総括 
 本節では，各章の総括を行うこととする． 





























































































第 3節 結論 
 本節では，本研究の結論として，低学年および中学年の「かけっこ」単元の実践研究か
らみた，速く走るための疾走動作に関する指導の可能性についてまとめる． 
 本研究では，低学年および中学年の実践研究を 2 校ずつ実施した．これらの実践研究






















































第 4節 今後の課題と展望 
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